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障がい学生支援ガイド

〔平成30年３月発行：初版〕

新入生のための

障がい学生支援室
（大学会館２階）

開室時間(月～金)
9：30～17：00

国際地域創造学部

〔利用時間〕
9:30～17:00

〔休憩時間〕
12:00～13:007



「障害者差別解消法」について

平成28年4月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
（以下、「障害者差別解消法」）が施行されました。
この法律では、障害を理由とする差別の解消を推進し、障害の有無

によって分け隔てられることのない社会の実現を目標としています。

「合理的配慮」について

合理的配慮とは、障害がある場合においても、他の人と平等に教育
を受ける権利を享有するために、大学側が障害があることによって生
じる困難さを解消するために変更や調整をすることです。
ただし、体制面、財政面において均衡を失した又は過度の負担を課

さないものとなります。

① 機会の確保 ② 情報公開 ③ 決定過程
④ 教育方法等 ⑤ 支援体制 ⑥ 施設・整備

大学生活を送る上で抱える困難さは、人それぞれ違い
ます。 そのため、学生一人ひとりと対話しながら、困
難さを少しでも解消できるようお手伝いをいたします。

階段があると
登れない・・・

スロープをつけるの
は、どうですか？
（施設整備）

学生との
話し合い

移動ができる
ようになった！

移動に困って
います・・
何か方法は
ありますか？

高校までとは違う大学生活について

高校までは時間割が決められ、ほとんどの授業を自身の教室内で受
けますが、大学では所属する学部・学科が定める卒業要件を満たす授
業を自ら選択し、授業がある教室へ移動することとなります。

また、一人暮らしをする学生が増えることから、慣れない環境に戸
惑う学生もいます。特に大学1年生では、今まで出来ていたことができ
なくなったことに悩む学生が多くいます。

どのようなことに困っていますか？

授業のスピードにつ
いていけない・・

先生の話を聞くことと
板書を書くことを同時
に行うのが難しい・・

書くスピード
が遅いため、
試験時間を
延ばして
ほしい・・

教室の座席を、ドア
に近いところにして
ほしい・・

先生の話が
聞こえにく
い・・

坂が多くて移動
が大変・・

レポートの書き方が
わからない・・
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支援を希望する場合

障がい学生支援室では、障がいが理由となり修学・大学生活への困
り感や不安を抱えている学生を支援いたします。

＜修学面＞
・授業を受けてもスピードについていけない
・レポートの書き方がわからないなどの修学面において困ったこと

＜生活面＞
・スケジュール管理ができない
・多目的トイレが使えない

上記に記載した困り感は、ほんの一例です。困っていることや不安
に思っていることがあれば、障がい学生支援室や教員、学部の窓口担
当者など・・どなたにでも相談は可能です。

学内外の関係部局と連携し、一緒にサポートします。

支援例について

障がい学生支援室では、障がいの種別が同じであっても配慮内容は
異なる場合があります。学生一人ひとりによって、抱える困難さは違
うからです。下記は一例ですが、その他の支援も困り感に応じて行っ
ています。

＜支援の一例＞
・試験時間の延長、別室試験
・座席の配置を指定する（ドア付近の配置等）
・授業の発表への配慮
・授業の録音
・板書の撮影
・履修支援（時間割りの作成等）
・学外実習等でのサポート（介助者の派遣等）
・就職支援

気になることなどありましたら、まずはお気軽に
ご相談ください。

修学上や大学生活において、困っていること不安に思っ
ていることがありましたら、お気軽にご相談ください。

学生から相談を受けた場合、学生の合意のもと、関係部
局（所属する学部や学内外の機関）と連携し、支援を行っ
ていきます。

修学上・大学生活において困ったこと、不安に思うことがあれば、
いつでもご相談ください。相談窓口は、障がい学生支援室・教員・事
務・保健管理センターのどちらでも相談可能です。具体的な支援内容
の提供については、障がい学生支援室にて一緒に考えてきます。
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支援をしたい場合（ボランティア等）

参考資料

・日本学生支援機構
「教職員のための障害学生修学支援ガイド（平成26年度改訂版）」

・文部科学省
「障がいのある学生の修学支援に関する検討会報（第一次まとめ）」
「障がいのある学生の修学支援に関する検討会報（第二次まとめ）」
参照

関係資料

＜沖縄県＞
・沖縄県バリアフリーマップ

http://okinawa-bf-map.jp/

・沖縄聴覚障害者情報センター
http://www.otjc.org/

・沖縄県身体障害者福祉協会
http://www.okisin.jp/index.html

・沖縄県発達障がい者支援センター（がじゅま～る）
http://www.okinawa-gajyumaru.jp/

・沖縄障害者職業センター（就職関係）
http://www.jeed.or.jp/location/chiiki/okinawa/

＜全 国＞
・日本学生支援機構（障害学生支援）

http://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/index.html

・日本学生支援機構（障害学生奨学金等の情報）

・全国障害学生支援センター
http://www.nscsd.jp/

・日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）
http://www.a.tsukuba-tech.ac.jp/ce/xoops/

・クローバーナビ（障がい者のための就職情報サイト）
http://www.clover-navi.com/

・サーナ（障がい者のための就職情報サイト）
https://www.web-sana.com/

障がい学生支援室では、障がいのある学生の修学支援等をするボラ
ンティアを募集しております。興味のある方は、お気軽に障がい学生
支援室までお問い合わせください。

＜支援の一例＞
・肢体不自由の学生や視覚障がいの学生に対する移動補助
・聴覚障がいの学生へのノートテイク、パソコンテイク（情報保障）
・バリアフリーマップの作成 などなど

また琉球大学では、アクセシビリティリーダー育成協議会のプログ
ラムを活用し、意識や知識を育むオンライン講座の受講を推進してお
ります。受講を希望している方は、障がい学生支援室（７ページに連
絡先を記載）までお問い合わせください。

よりよい環境づくりのため、一緒にお手伝いをする
学生の参加をお待ちしております！

http://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/guide_kyo
uzai/guide/index.html

http://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/shogakuki
n/index.html
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